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段階 対応実施時期 取り組みのポイント 具体的な取り組み内容、成果

第1段階 2020年1～4月
突発的な感染拡大の緊急封じ込め段階（武漢
市、湖北省での「防衛戦」に断固として勝利)

・漢方・西洋医学双方を重視し、（新型コロナの）診療方法を不断に改善し、あらゆる手段を用いて重症患者を救助・治
療。
・創造的な手法で仮設病院を設置、短期間で軽症患者を大規模に収容し、軽症患者の隔離を実現。
・社区における漏れのない調査を実施し、隔離区域外の感染源を断ち、検査すべき人員の検査、収容すべき人員の収
容、隔離すべき人員の隔離、治療すべき人員の治療を実現。
・約3カ月の期間で、武漢市、湖北省の「防衛戦」にて決定的な成果を獲得。

第2段階 2020年4月～2021年8月 常態化した感染防止対応の模索段階

・PCR検査を中心とした感染拡大・感染防止策を実施。
・習近平国家主席は、中国全体の感染防止戦略を「外部からの（ウイルスの）侵入を防ぎ、内部での再拡大を防ぐ」に調
整。
・外部からのウイルスの侵入防止では、ヒト、モノ、環境に対する感染防止策を実施し、厳格に閉鎖管理。
・内部（中国国内）での再拡大防止では、区域毎に差別化した精確な感染防止措置を実施。重点箇所、重点クラス
ター、重要ポイントでの防止措置を実施。
・集団感染事例への対応では、各地域の感染対応の経験などを踏まえ、一定範囲内でのPCR検査、リスクのあるクラス
ターの隔離、感染者への徹底した治療、適時の情報提供などを実施。
・基本的には潜伏期間の2倍から3倍の期間内に感染拡大を収束。

第3段階 2021年8月～2022年1月
全過程での精確な感染防止段階（デルタ変異株

への対応）

・習近平主席は、常態化した精確な感染防止策と局部的な緊急対応の有機的な結合による、「動態（ダイナミック）ゼロコ
ロナ」政策の全体方針を確立。
・2021年8月の南京禄口国際空港でのデルタ変異株の感染拡大経験を教訓として、感染発生後24時間のゴールデンタ
イム内の対応に全力を尽くすことで、潜伏期間内に感染拡大を収束。
・各地域での発熱外来を通じたモニタリングを適切に行い、重点クラスターに対する検査の徹底を基本に据えつつ、検
体サンプルの一次スクリーニングが陽性の場合は即報告する体制を整備し、より早期のモニタリングを推進。
・感染対応では、以下の5項目を重視。
（1）平常時・緊急時の指揮系統を統合し、国・省市レベルで最短時間での緊急対応を共同で始動
（2）行政と業務の執行を結合し、政府幹部や専門家が現場に入り政策の実行を徹底。
（3）疫学調査および監督管理の機能をさらに高め、公安、工業情報化、公衆衛生部門間の連携を強化し、疫学調査の
効率性を向上。
（4）一般市民向け対応と衛生面の対応を結合し、一般市民の支持・協力を獲得。
（5）常態化した精確な感染防止策と緊急対応策の結合を通じ、感染防止対応能力向上を強化。
・多くの地域では、潜伏期間内で、感染拡大が収束し、デルタ変異株の感染拡大への対応に成功。

第4段階 2022年1月～
全方位的かつ総合的な感染防止段階（オミクロン

変異株への対応）

・オミクロン変異株の感染拡大を踏まえ、科学的精確性、「動態（ダイナミック）ゼロコロナ」政策をさらに徹底。
・2022年1月の天津市、河南省でのオミクロン変異株の感染拡大への対応経験を踏まえ、感染拡大の早期発見手段を
構築し、抗原検査＋PCR診断のモニタリングモデルを推進。隔離収容能力を増強。PCR検査システムをさらにバージョン
アップし、感染者の分類収容メカニズムを健全化することで、一般市民の日常の医療サービスを保障。
・実践を踏まえると、現有の感染防止措置の強化を通じて、「動態（ダイナミック）ゼロコロナ」の実現は可能。大部分の感
染チェーンは、潜伏期間内、さらにはより短期間で収束を実現。
・吉林省の大規模な感染に対しては、静態管理、全員のPCR検査、全面的な疫学調査など総合的な感染拡大防止措置
を実施。現段階において同省の感染は収束段階に入っている。
・上海市の大規模な感染に対しては、社区の感染者のバックグラウンドを集中的に洗い出し、感染者の収容の徹底、濃
厚接触者の隔離管理、社区の区域毎の管理、分類毎の医療治療の適切な実施、サプライチェーンの安定保障などの措
置を実施。上海の感染状況は安定しており改善に向かいつつある。
・武漢「防衛戦」以来最も厳しい感染防止面の試練を経験。段階的な成果を得た。

表　中国の新型コロナウイルス対応の変遷

（注）上述表の実施時期は、当該論文および中国国家衛生健康委員会の馬暁偉主任の新華社へのインタビュー回答（「新華社」2021年12月1日）を踏まえた。

（出所）中国共産党中央委員会機関誌「求是」（2022年第10期）掲載の中国国家衛生健康委員会の馬暁偉主任の論文「『動態ゼロコロナ』政策の全体方針を揺ぎなく実行し、新型コロナウイルス感染防止抑制の重大な戦
略的成果を断固として揺るぎないものとする」よりジェトロ作成


